
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
お
い
し
い
水
を

い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
水
道
課
で
は
25
カ
所
の
水
道
施

設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
の
水
道
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
、
水
道
課
・
関
野
重
男

主
任
技
士
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

市
内
の
水
道
施
設

―
―
水
道
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。

　
伊
豆
島
田
浄
水
場
、
佐
野
見
晴
台
取

水
場
、
山
中
新
田
取
水
場
は
、
水
を
地

下
か
ら
く
み
上
げ
、
塩
素
を
注
入
す

る
な
ど
、
安
全
に
飲
め
る
処
理
を
し

ま
す
。

　
北
沢
配
水
場
や
中
区
配
水
場
な
ど
の

施
設
は
、
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、

取
水
場
や
浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

水
を
い
っ
た
ん
貯
水
池
に
貯
留
し
て
い

ま
す
。
貯
留
し
て
い
る
水
量
は
、
北
沢

配
水
場
は
８
千
４
０
０
ト
ン
、
中
区
配

水
場
は
６
千
ト
ン
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
施
設
は
、
規
模
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
市
内
に
21
カ
所
あ
り
ま
す
。

―
―
そ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
ど
の
よ

う
な
設
備
が
あ
り
ま
す
か
。

　
浄
水
場
や
配
水
場
な
ど
の
施
設
に

は
、ポ
ン
プ
や
滅
菌
処
理
、電
気
制
御
、

測
定
装
置
な
ど
の
多
く
の
設
備
が
あ

り
ま
す
。

　
浄
水
場
に
は
水
道
課
の
職
員
や
委

託
業
者
が
常
駐
し
、
浄
水
場
や
各
配

水
場
で
の
稼
働
状
況
を
、
昼
夜
を
問

わ
ず
、
中
央
監
視
装
置
に
よ
り
、
正

常
に
作
動
し
て
い
る
か
、
監
視
や
点

検
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
職
員
の
い
な
い
施
設
も
あ
る
の

で
す
か
。

　
23
カ
所
の
無
人
の
施
設
は
計
器
で

監
視
す
る
ほ
か
、
安
全
確
認
や
設
備

の
稼
働
状
況
を
毎
日
、
専
門
業
者
や

水
道
課
の
職
員
が
巡
回
し
て
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
に
よ
っ
て 

起
こ
り
う
る
こ
と

―
―
水
道
施
設
や
水
道
管
の
多
く
が

高
度
成
長
期
の
人
口
増
加
に
対
応
す

る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
と
10
月
１
日

号
で
伺
い
ま
し
た
が
。

　
は
い
。
今
後
、
老
朽
化
が
進
み
、

大
規
模
な
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
設
備
や
水
道
管
の
更
新
に

は
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
す
べ
て

水
道
料
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
三
島
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
改

訂
版
）」
に
よ
る
計
画
的
な
更
新
と
適

切
な
維
持
・
管
理
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
り
ま
す
。

―
―
老
朽
化
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
か
。

　
管
が
老
朽
化
す
る
と
、
破
損
し
漏
水

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
公
道
上

で
漏
水
が
起
き
た
場
合
に
は
、
休
日
や

夜
間
を
問
わ
ず
、
24
時
間
い
つ
で
も
通

報
を
受
け
付
け
、
職
員
や
専
門
業
者
が

現
場
を
確
認
し
、
迅
速

に
修
繕
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

水
道
の
将
来
を

考
え
る

水
道
事
業
連
載　
第
４
回

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
整
備

　
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が
発
生
す
る
と
、
断
水
や
道

路
陥
没
な
ど
の
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
市
内
を
４
地
区

に
分
け
、
毎
年
、
50
～
60
㎞
の
水
道
管
の
漏
水
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
漏
水
調
査
や
通
報
な
ど
に
よ
っ
て
見
つ

か
っ
た
公
道
上
の
漏
水
は
、
１
４
９
カ
所
あ
り
、
修

繕
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
水
質
や
水
質
検
査
に
つ
い
て
、
広
報
み

し
ま
12
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
　
水
道
課
（
☎
９
８
３
・
２
６
５
７
）

▲水道課・関野重男主任技士

▲計測設備の点検中

▲現在使用している管路の整備年、整備延長

（40 年を超える管）
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三
島
の
村
名
⑨

　
中
島
ー
そ
の
一
ー

　
（
中
郷
地
区
）

　

郷
土
資
料
館
で
は
現
在
、
富
士
・
沼

津
・
三
島
３
市
博
物
館
共
同
企
画
展
の

第
一
弾
と
し
て
、「
駿
東
・
北
伊
豆
の

戦
国
時
代
―
北
条
五
代
と
山
中
城
―
」

を
開
催
中
で
す
。
今
回
は
企
画
展
展
示

資
料
の
中
か
ら
、
山
中
城
で
の
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
出
土
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。

　
箱
根
西せ

い
ろ
く麓

の
山
中
新
田
に
位
置
す

る
国
指
定
史
跡
山
中
城
跡
は
、
戦
国

大
名
北
条
氏
が
防
衛
の
た
め
に
築
い

た
山や

ま
じ
ろ城

の
跡
で
す
。
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

遺
物
は
武
具
や
武
器
だ
け
で
な
く
、
城

に
出
入
り
す
る
人
々
が
日
常
使
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
品
々
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　
写
真
①
は
貨
幣
で
す
。
各
曲く

る
わ輪

よ
り

三
十
四
枚
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
中
世

の
日
本
は
国
内
で
貨
幣
を
製
造
し
て
お

ら
ず
、
渡と

ら
い
せ
ん
来
銭
（
中
国
よ
り
輸
入
し
た

貨
幣
）
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
渡

来
銭
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
質
の

悪
い
渡
来
銭

や
、
民
間
で

模
造
さ
れ
た

私し
ち
ゅ
う
せ
ん

鋳
銭
が
多

数
流
通
し
て

い
ま
し
た
。

　
山
中
城
跡

か
ら
も
、
表

面
に
中
国
の

歴
代
王
朝
の
年
号
が
確
認
で
き
る
渡
来

銭
や
、
質
の
あ
ま
り
よ
く
な
い
私
鋳
銭

が
出
土
し
ま
し
た
。
当
時
の
市
場
に
い

か
に
多
く
の
種
類
の
貨
幣
が
流
通
し
て

い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
写
真
②
は「
十じ

ゅ
う
ろ
く
む
さ
し

六
武
蔵
」と
い
う
ゲ
ー

ム
の
盤
面
で
す
。
写
真
で
は
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
平
ら
な
面
を
注
意
深
く

観
察
す
る
と
、
正
方
形
の
マ
ス
目
と
そ

の
対
角
を
結
ぶ
線
と
が
刻
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　「
十
六
武
蔵
」
は
二
人
対
戦
の
ゲ
ー

ム
で
、盤
の
中
央
に
親
石
一
個
を
置
き
、

周
辺
に
子
石

十
六
個
を
並

べ
、
石
を
動

か
し
て
勝
敗

を
競
う
も
の

で
す
。
親
と

子
は
交
互
に

一
桁
ず
つ
石

を
動
か
し
て

い
き
、
親
は
、
親
石
を
小
石
の
間
に
入

れ
る
こ
と
で
、
両
側
の
小
石
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
小
石
の
数
が
四
つ
以

下
に
な
れ
ば
、
親
の
勝
ち
で
す
。
子

は
、
子
石
で
親
石
を
囲
む
か
、
親
石
を

写
真
③
の
三
角
形
部
分
（
牛
部
屋
）
に

追
い
詰
め
て
動
け
な
く
す
れ
ば
、
勝
ち

と
な
り
ま
す
。
中
国
に
起
源
が
あ
る
と

さ
れ
、
日
本
で
は
平
安
時
代
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
山
城
防
衛
の
合

間
に
人
々
が
ゲ
ー
ム
に
興
じ
て
い
た
様

が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
桶
の
側
面
に
使
わ
れ

て
い
た
板
や
、
扉
の
取
っ
手
部
分
と

い
っ
た
、
山
中
城
に
出
入
り
し
て
い
た

人
々
の
生
活
を
垣
間
見
ら
れ
る
資
料
を

多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
は
、
平
成
二
十
九
年
一

月
二
十
二
日
㈰
ま
で
楽
寿
園
内
郷
土
資

料
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
楽
寿
園
で
は
菊
ま
つ
り
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
併
せ
て
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

　
中
島
は
中
郷
地
区
の
大
場
川
と
御
殿
川（
梅
名
川
）

の
合
流
地
点
近
く
に
あ
り
、
二
つ
の
流
れ
に
挟
ま
れ

た
集
落
で
す
。
川
の
中
の
島
の
よ
う
な
場
所
と
い
う

こ
と
か
ら
つ
い
た
地
名
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
立
地
か
ら
、
河
川
改
修
以
前
は
頻
繁
に
洪
水

の
被
害
に
遭あ

っ
た
土
地
で
し
た
。

　
中
島
の
名
が
史
料
に
登
場
す
る
の
は
中
世
の
こ
と

で
、
南
北
朝
時
代
の
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
に
書

か
れ
た
寄
進
状
（
北
条
寺
文
書
）
に
そ
の
名
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
戦
国
時
代
に
は
北
条
氏
の
所
領

と
な
り
ま
す
。
山
中
城
の
戦
い
の
後
に
は
、
勝
っ
た

豊
臣
秀
吉
か
ら
中
島
郷
や
近
隣
の
村
々
へ
、
治
安
維

持
を
約
束
す
る
の
で
避
難
先
か
ら
村
へ
戻
る
よ
う
伝

え
る
文
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
当
初

は
幕
府
領
で
し
た

が
、
後
に
相さ

が
み模

の

荻お
ぎ
の
や
ま
な
か

野
山
中
藩
領
に

な
り
ま
し
た
。

　
集
落
内
に
は
、
三

嶋
大
社
の
守
護
神

で
武
門
の
崇
敬
が

あ
つ
か
っ
た
左さ

な
い内

神
社
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。

山中城跡の出土資料
―日常の品々―

問郷土資料館（☎ 971 － 8228）

No.3４2

▲写真②山中城跡出土の線
せんこくれき
刻礫

▲写真③「十六武蔵」盤
面と親石・小石の配置

▲写真①山中城跡出土の貨幣

▲昭和 10 年頃の旧下田街道（中島付近）
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